
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

◆会長あいさつ◆   高橋 和之 会長 

 先週の例会では大橋

廣治直前ガバナーから、

多額の浄財を贈呈して

いただきまして、御礼申

し上げます。大橋さんは

当クラブに、昭和５９年

４月４日にご入会で、先

週の例会で丁度満２８年となられました。その入会記

念日に寄せられました善意を、「スマイリング特別基

金」として最低５００万円を目標に積み立てを行いま

して、国内外に起こった災害等の緊急対応に活用させ

ていただきます。あらためてご報告と御礼を申し上げ

ます。 

さて本日の例会は、クラブビジョン委員会と社会奉

仕委員会によりますクラブ・フォーラムです。クラ

ブ・フォーラムとは《クラブ討論会のことで、クラブ

奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・新世代奉仕の

５大奉仕の中から問題を取り上げ、それの実施、推進

について全会員が討論して進路を見出そうとする会

合のこと。会員の公式会合》とロータリー用語便覧で

解説されております。 

 また、クラブビジョン委員会は我がクラブの定款細

則第１０条、委員会の任務第１節１４項に《クラブ活

動の中・長期を展望し、「魅力あるロータリー」と「地

域社会に必要とされるロータリー」を目途に諸活動を

見直しし、その企画立案を理事会に提案することとす

る》と定められております。今日は、出席している全

会員と一緒に、我が南クラブの問題点を、中・長期的

に見直しを掛ける良い機会と思いますので、ご検討宜

しくお願いしたいと思います。 

当クラブが理想的なよりよいクラブに成長するこ

とを願って会長挨拶と致します。ありがとうございま

した。 
 

◆クラブ・フォーラム◆ 
クラブビジョン委員会・社会奉仕委員会 
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 今月・来月のプログラム 

1  
 4 月 18 日(水) 講演会 復元納棺師 笹原留似子 さん 
        サンパレス福島 インザスタイル 15 時～ 

夜間例会 家族観桜会 18 時～ 
14 月 25 日(水) ゲストスピーチ  

安藤元二ロータリーの友地区代表委員 
15 月 22 日(水) 休会 

本日のプログラム 
 

 

１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ クラブ・フォーラム 
   クラブビジョン委員会 
   社会奉仕委員会 

「これからのロータリー」 
４ 閉会点鐘 
 

今週のトピックス 

北朝鮮でミサイル発射失敗。国連安保理がミサイル発射を強

く非難し、北朝鮮が新たな発射や核実験を行った場合、「相応の

行動を取る決意」を表明した。 
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◆７つのグループに分かれての 
テーブルディスカッション◆ 
   意見(抜粋) 

 
【討議題１】 

 

今後私たちは、より良いクラブを目指し、どん

な活動が必要とされますか 
 

・ 委員会活動が多すぎる。本来のロータリー活動を

目指すべき 

・ 特定の会員の役割分担が多い 
・ 職業を通じ向上を図るため会員スピーチを増や

したり、会員との相談会を 
・ 年間スケジュールが定まっているため、会として

独自のものを組み入れる余裕がない 

・ スマイリングボックスを会費に入れるのを検討

してはどうか 

・ 気楽に楽しみながら出来る活動 

・ 現状は忙しすぎる 

・ 南ロータリークラブらしい独自の企画を 

・ 震災対応が多すぎた 

・ メニューを絞る必要があるのでは 

・ 会員の希望を生かすべきか、リーダーのリードに

より活動すべきか、検討が必要では 

・ スマイリングボックスのクラブ内表彰制度があ

っても良いのではないか 

・ ロータリーを社会にアピール(広報) 

・ 原点に返る 

・ 会員スピーチ、ゲストスピーチの活性化を 

・ 勉強の場 

・ 入りたい、入って良かったクラブにする 

・ 例会場でのルール･マナーを守る(徹底) 

・ 理事と会員との情報の差が大きすぎる 

・ 会員により多くの情報を与えて欲しい 

・ みんなに公平かという点で平等な役割分担を 

・ 理事会を公聴できるようにならないか(会員) 

・ 原点に戻り挨拶から 

・ 例会の時間について、長い例会があっても良いの

ではないか 
 

【討議題 2】 

当クラブ奉仕活動について、どんな活動を望み

ますか 
 

・ 現在の奉仕活動の内容を精査して絞る 

・ 地域に密着した奉仕活動をするクラブ 

・ 原点に戻り奉仕活動を行い金銭解決を目指さな

いこと 

・ ロータリーは職業奉仕につきる＝哲学 

・ 地元密着型の奉仕 

・ 子供達のための奉仕を 

・ 体を使った奉仕、まず活動 

・ 職業を体験できる奉仕 

（職業分類分け）及び体制を 

・ 地域と交流 

・ 新世代、モラルの教育 

・ お金を掛けることだけでなくロータリアン自身

が関わることが大事ではないか 

・ 他クラブを訪問し、他クラブの会員と親睦を 

・ 「都度奉仕」と「長期奉仕」の２種類 

・ 子供達を大切に考える(育英資金の増強) 

・ 他クラブと協力し、合同での職業奉仕を行う 
 

【討議題 3】 

長期的なことですが、会費についてどのように

したらよいと思いますか 

・ 入会金の徴収に当たり不平等感がある 

・ 高いのでは。都度会費でも良いのではないか 

・ スマイリングボックスを会費に流用してはいけ

ないはずなのに、現実には流用、是正すべき 

・ 他クラブほか地区の会費の参考資料が欲しい 

・ 現状維持。（上げること下げることが難しいのでは） 

・ 一括払いばかりでなく分割も検討しては 

・ 収支を会員が認識を持って、会費等の増減も検討 

・ 会費は現行のままでよい 
 

【討議題 4】 

その他 

・ クラブフォーラムを開催する前に内容を知らせ

て欲しい 

・ 親睦の機会を増やして欲しい(夜間例会) 

・ 会員同士の会話(コミュニケーション)を多く取

れるように 

・ テーブル席を変化させお互いを知る機会を 

・ 医師が出席できる環境を作る 

 

◆スマイリングボックス◆ 
活発なクラブ・フォーラムを期待して。 

高橋 和之 会長 

クラブ・フォーラムお世話になります。 

菅原 節子 幹事 

スマイルに不景気なし。     冨田 健三郎会員 
 
 

スマイル  31,000 円 累計 1,583,873 円 
財団・米山  39,000 円 累計 1,565,000 円 

 
 

 ～ 一週一言 ～  本物と偽者 
 

故い友人を持って居る者ほど本物だが、絶えず新しい

友人を漁猟って歩く者は、それが順境にある者ほど偽

者だ。         安岡 正篤 一日一言より 
 
―編集後記― 
震災から 1年。東京電力福島第一原子力発電所事故で

設定された警戒区域と計画的避難区域が 16 日午前 0

時に解除されるも、除染も進んでおらず問題は山積み

です。一日も早い収束を望みます。  

（丹治 洋子） 
 


